
１．はじめに

国道２０号諏訪バイパスの諏訪 IC交差点改良工

事では、交差点内の車線を増やす為に約５００mに

わたり車線の変更と拡幅工事を行った。両側にあ

る排水路を改修し、中央分離帯の移設、信号機類

の撤去・新設、本線の切削オーバレイが主たる工

事内容である。

高速道路諏訪 ICの出入口ともなる交差点であ

り、昼夜を通して交通量の多い道路の改良工事で

あった。また、沿線にはコンビニエンスストアを

はじめ運送会社など２４時間営業の店舗が多数存在

した。

工事概要

�１ 工 事 名：H２０諏訪 IC交差点改良工事

�２ 発 注 者：関東地方整備局 長野国道事務所

�３ 工事場所：長野県諏訪市沖田地先

国道２０号 諏訪バイパス

�４ 工 期：平成２１年４月１日～

平成２１年１１月２６日

２．現場における問題点

当現場では、国道２０号諏訪バイパスの渋滞緩和

と、周辺店舗への施工配慮、夜間交通規制事故の

防止の３点を問題視するとともに、重点課題とし

て取り組んだ。

�１ 国道の渋滞緩和

高速道路諏訪 ICからの出入交差点であり、朝

安全管理
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国道の交通渋滞の緩和と周辺店舗への施工配慮について
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図―１ 平面図
（グレーの範囲が今回施工した部分となる）

写真―１ 国道の渋滞状況

－３６７－



夕の通勤時間帯は交差点から次交差点まで繋がっ

てしまうほどの渋滞が発生している。

また、夏季は諏訪湖から白樺湖方面に向けての幹

線道路ともなっているため夜間でも交通量がある。

�２ 周辺店舗への施工配慮

沿線には、２４時間店舗や深夜まで営業している

店舗が多数ある。

現道には、中央分離帯があるため片側規制を行っ

た場合反対車線の店舗には直接進入できなくなる。

�３ 夜間規制事故の防止

コンクリート打設以外の作業は、夜間作業にて

行った。夜間の交通規制時に道路事情に不慣れな

県外車両の事故や、夜間特有の建設災害が危惧さ

れた。

３．問題点における工夫・改善点

�１ 国道の渋滞緩和対策

施工交差点と次交差点、諏訪 ICまでの距離が

近いため短時間で車両が繋がってしまう。

既設の信号機を点滅にし、各交差点に交通誘導員

を配置した。

規制のサイクルタイムを精査し車両の待機時間

を最長でも４分半にとどめた。

図―２ 交通規制サイクルタイム

�２ 周辺店舗への施工配慮について

各店舗に作業場所・工種の変化時に工事進捗状

況のチラシを配布した。

配布内容は、片側規制までの日数や今後の工事

箇所の動向がわかるようにした（図―３参照）。

図―３ 工事進捗状況配布チラシ

�３ 夜間交通規制事故の防止について

交通誘導員を各交差点に配置し規制看板を運転

手からわかり易いように点滅灯をつけ設置した。

また、夜間作業での照度を確保するためバルーン

式投光器を３０mピッチに設置し最低照度を２００ル

クス以上確保し施工箇所はもとより、規制範囲ま

で十分に明るいようにした（写真―２）。

写真―２ 夜間作業

４．おわりに

今回の工事では、渋滞に関する苦情０件、周辺

店舗からの苦情０件と円滑に交通規制を行うこと

ができた。工事による規制渋滞は、待機時間をい

かに短くするかにより運転手の不満度を低くでき

たと思われる。

周辺店舗へも、着工時からコミュニケーション

をとることにより工事に対する十分な理解が得ら

れた。
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